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的特性 とその変動機構 を明らかにすることが重要な課題 となる。
本研究は、1980年～1995年の期間に行われた沿岸漁業資源に関する組織
的調査 において得 られた結果に基づ くものである。研究方法としては、初
めに万石浦ニシンの漁獲量とその生活水域の環境変動の特性との関係を調









































一方、北海道 ・サハ リンニシンの産卵年齢をみると多 くは満4歳からであ







































かに成長 し、4年で全長35cmに達するが、北海道 ・サハ リンニシンの場合






虫類1～36%等が多 く出現 した。未成魚 ・成魚索餌群ではツノナシオキアミ
が65～70%を占め、それに次いで端脚類(Themistospp.)が17～24%であ
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図2万 石 浦 ニ シ ンの年 齢 別産 卵 果 遊 時期..・1978年級群の1980～1983年漁期における 浅海刺網 ・定置鯛漁業
による句別水揚げ比率(石 巻魚市場)
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図11稚 魚 期 の沖 合 水 温 と生 残 率 と
の 関係
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にも形成 され,低 水温の年には,内湾域だけでな く外海にも大量に産卵することを確認するとと
』もに
,北海道西海岸を中心 とする北方水域に生息するニシンに較べて産卵期カミ早 く,生後2年 で
成熟 しその後年齢とともに産卵数が多 くなってい くヒとを明らかにした(第3章)。
産卵場で艀化 した万石浦ニシンの発育に伴 う生活場所の選択過程及び食生活を追跡 し生活年周
期を明らかに した。また我が国周辺海域の他のニシン個体群に較べると3年魚までは速やかに成
長するが,その後成長はおそくな り5年以上の高齢魚は少ないことがわかった(第4章)。





くなり,高水温のときには生残数は極端に少な くなる。 このように して,こ の海域における長周
期的な環境変動に伴 うニシン個体群の著 しい増大期あるいは減少期が現れるものと考えられる。
なお,このニシン個体群は周年に亘って底曳網による漁獲を受ける他に,狭 い内湾に産卵回遊
するために短期間に著 しい漁獲圧を受けること,そ して産卵量が著しく少ない年においてはたと
え生残率が良い場合でも卓越年級には成 りに くいことも明らかにされた(第5章)。
この研究で得 られた個体群変動機構は漁獲の豊凶予測や資源の管理手法を考えていく上で極め
て有効な基本的な知見である。本研究で試タた研究手法は,単にニシン資源の変動特性を明らか
にしただではな く,.我が国周辺海域に生息する多様な漁業資源の種別の個性に応 じた環境変動と
の関連性を整理し,総合的資源管理手法を確立するための基本的な考え方を示 した どいう点に大
きな価値がある。 よって本研究は博士(農 学)の授与に値する。
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